
★平成20年第４回定例会は12月１日(月)開会予定です。

平成20年
（2008年） 10月
第27号

9月補正額： 4億8,442万円

予算総額：198億7,312万円
（対前年度同期 △6億8877万円、△3.3％）

特集

黒澤記念館
これまでの経過
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日 種 別 内 容
２惜 本会議 開 会

会議録署名議員の指名
会期の決定
市長提出議案等23件 …一括上程
市長提出議案等の提案理由説明

４斥 本会議 議案等に対する質疑
議案等に対する質疑
決議案の上程（企業会計決算審査特委設置）
決議案の提案理由説明

５昔 本会議
決議案に対する質疑
決議案の討論､採決
特別委員会委員の選任
特別委員会正副委員長の互選
議案の常任委員会及び特別委員会付託

８席 休 会 特別委員会（交通網･港湾･企業誘致対策）
９惜 休 会 特別委員会（地域医療整備対策）
10戚 本会議 一般市政に対する質問
11斥 本会議 一般市政に対する質問
12昔 本会議 一般市政に対する質問
16惜 休 会 常任委員会
17戚 休 会 常任委員会
18斥 休 会 正副委員長会

市長提出追加議案等８件 …一括上程
市長提出追加議案等の提案理由説明
市長提出追加議案に対する質疑
決議案１件、意見書１件 …上程
決議案等に対する質疑

22席 本会議
決議案の討論､採決
常任委員会報告
常任委員会報告に対する質疑
特別委員会中間報告
特別委員会中間報告に対する質疑
議案の付議順序により討論、採決
閉 会

平成20年伊万里市議会第３回定例会
会 期 日 程

開議時刻 午前10時９月
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と
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教育委員の交代

松本昌倫さん、川崎靜子さんの任期満了によ

り、新たに平山幸彦さん、道山和美さんの任命

に同意しました。

松本さんは教育委員長として、川崎さんは委

員長職務代行者としての重責を果たされ、伊万

里市の教育行政に大きな業績を残されました。

議会としても心から感謝申し上げます。

なお道山さんは現役の保護者としては初の任

命です。

※地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条(抜粋)
第１項 地方公共団体の長が議会の同意を得て任命する。
第４項 委員のうちに保護者である者が含まれるように

しなければならない（平成19年 法改正）

議会ホットコーナー
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経
過

黒澤記念館 これまでの経過
「黒澤明記念館が伊万里（ファミリーパークの一角）に…」との話が持ち上がってから、10年に

なります。この間、一般質問でも何度も取り上げられ途中経過が説明されてきましたが、今回ひ
とつの区切りとして、その経過を議会への配布資料や新聞記事から振り返ってみたいと思います。

年 月 事 項
平成10(1998)年 3月 川本市長, ファミリーパーク建設先送り宣言

5月 市長上京の折、黒澤明記念館建設計画の話を知り、伊万里市への視察を依頼
6月 市、「記念館建設に関する要望書」を黒澤氏へ提出

黒澤久雄氏らファミリーパーク建設予定地を視察
7月 ㈱環境アート研究所設立 代表取締役・宮本英五郎、顧問・黒澤久雄
8月 市長、総務部長が環境アート設立懇談会に出席。黒澤久雄氏らと面談、協議
9月 4日 市長が議会全員協議会で計画を説明

6日 黒澤明氏 逝去（合意書調印式 延期）
13日 市長「黒澤監督お別れの会」参列。関係者と協議
14日 市長が議会全員協議会で合意書・契約書に関し計画を説明
17日 補正予算（無体財産権取得のための権利金１億５百万円）提案 13人の議員が質疑
21日 市議会総務委員会審査（市長出席）の結果、継続審査となる
22日 合意書調印 ※①
25日 市議会本会議 全会一致で継続審査となる

10月 環境アート研究所 基本計画1期計画の提案 ※②
9日 総務委員会審査 賛成・反対同数のため委員長裁決により可決
19日 臨時市議会 賛成多数で補正予算可決
22日「記念館を伊万里市に設立する権利や、記念館に展示する監督ゆかりの資料の提供

を受ける権利等」について定めた契約書調印
12月 市民センターにて「黒澤久雄と伊万里びとの集い」開催（主催:伊万里の会 参加者 約450人）

平成11(1999)年 3月 県 財団法人黒澤明文化振興財団設立許可、市長 ファミリーパーク計画凍結解除表明
4月 市・財団「黒澤明記念館の設立等に関する権利（3権利 ※③）」の使用貸借契約締結
7月 サテライトスタジオ オープン
9月 第1回伊万里黒澤映画祭（以降、毎年開催）

平成12(2000)年 12月 記念館基本設計造成設計契約
平成13(2001)年 4月 「黒澤明記念館を設立する権利」使用貸借契約の追加

6月 理事会 基本計画の承認 ※④
10月 建設資金（一口1万円）の寄附募集開始、HP開設

平成14(2002)年2～10月 記念館敷地造成工事
9月 塚部市長と黒澤理事長との会談

平成15(2003)年 1月 財団記者発表 建設計画の見直し ※⑤
11月 財団記者発表 記念館見直し ※⑥

平成18(2006)年 4月 ファミリーパーク（夢みさき公園）一部開園
平成20(2008)年 6月 一般質問答弁：「財団は、黒澤監督の生誕百年にあたる2010年に記念事業を大手企業

数社と計画している。そこが建設実現のタイムリミットと考える。市として財団に早
急な事業概要などの説明を求めていく」

⇒9月中旬に常任理事の来伊が予定されていたが、急病のため延期された

※①：記念館の建設候補地として伊万里市を選定し、諸条件が整ったときは記念館建設地として決定する
※②：財団の設立、記念館総事業費15億円、年間来場数15万人、開館時期 平成13年度、用地は当分の間、無償貸与
※③：黒澤明の名前を使用する権利、記念館に展示する監督ゆかりの資料の提供を受ける権利、黒澤明のデザインや名前を使用した

グッズを販売する権利
※④：総事業費15億円、平成14（2002）年度の開館を目指す
※⑤：展示室など一期分開館費用9億5千万、平成17（2005）年度の開館を目指す。シアター建設は2期工事へ
※⑥：全体事業費についての発表なし。映画芸術の複合文化施設（映画人養成の学校や映画館併設）化構想
★黒澤関係 これまでの支出 約3億3,200万円
《内訳》権利取得金 1億5百万円、用地取得・造成費 8,436万円、財団出捐金 1千万円、

サテライトスタジオ整備補助金 5千万円、同維持管理費 8,248万円
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委員会に付託された条例議案４件、補正予
算議案１件について慎重審査の結果原案のと
おり可決すべきものと決定しました。伊万里
市認可地縁団体印鑑の登録、及び証明に関す
る条例の一部を改正する条例については、地
方自治法の改正に伴い改正する必要が生じた
ため。
伊万里市特別職報酬等審議会条例等の一部

を改正する条例制定については、地方自治法
の改正に伴い、改正する必要があるため。
伊万里市手数料条例の一部を改正する条例

については、戸籍法及び住民基本台帳法の改
正に伴い、改正する必要があるのでそれぞれ
慎重審議をしたところである。
議案76号については、非営利団体（特に自

治区）の法人組織化を広く、呼びかけ、権利
が個人から団体へ移行する事によって、法的

な整理が確立されることを確認した。
議案79号では、税条例の一部改正が行われ、
その中で①地方公共団体に対する寄附金制度
の見直しを行う。（控除方式が所得控除から税
額控除に改める。Ｈ21年度から適用）②公的
年金からの特別徴収制度の導入（受給者の便
宜や市町村における徴収の効率化を図る目的
で、また、老齢基礎年金18万未満の方は対象
から除外。Ｈ21年度から適用）等について説
明を受けた。
②では本人の
同意が必要で
あるとの意見
があったとこ
ろであるが、
税条例の改正
を認めたとこ
ろである。

総務委員会
★所管 総務部、政策経営部、市民部（戸籍･住民登

録等）、会計課、消防本部、選挙管理委員会、
監査委員、他の委員会に所属しない事項

◎笠原 義久 ○樋渡 雅純
前田 教一 多久島 繁 松永 孝三
船津 賢次 前田 久年 下平 美代

新しく刷り上がったパンフレット

行政視察（7月9日戚～11日昔）報告
拭新潟県新発田市（行政評価、まちづくり条
例について）
新発田市は、新潟市に隣接し面積は約伊万

里市の2倍、人口約105,000人の都市である。
H12年度から「市民満足」「安定経営」の実現
を目指し、住民の目線に立ち、行政の仕事は
健全なまちづくりに結びついたのか。単なる
判断基準をもとに優劣を決めて終わりでなく
次の企画（計画、予算等）や実施に反映させ
るため、施策、事務事業の目的、内容を点検
する行政評価システムについて説明を受けた。
中でも評価の結果を次年度の予算編成に生か
す為に施策別予算枠配分方式を採用したり、
毎年の市民意識アンケート調査、市民による
外部評価委員会の設置など、先進的取り組み
を伺い、意見交換ができた。
植新潟県佐渡市（定住促進事業等）
当市の面積は伊万里市の約3.5倍。周囲280

㎞、人口7万人弱の日本第2の島である。
高齢化・島外流出が深刻で、増加傾向にあ

る空き家を有効活用し、地域の活性化を図る
目的で、H14年度から空き家対策事業を展開
されている。中でも「空き家情報システム制

度」は所有者と利用希望者の連絡・調整・利
用上での条件等の交渉など、市が積極的に関
与し、市ホームページの中で詳しい情報が提
供されていた。これまでの空き家見学63件、
19戸の入居実績、又、定住された方々の交流
の様子、現地視察の補助（2万円上限）入居
時でのクリーニングサービス等についても説
明があり、伊万里市の取り組み等も紹介する
など意見交換ができた。

新発田市役所
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当委員会に付託された一般会計補正予算お
よび３特別会計補正予算について審査の結果、
原案のとおり可決すべきものと決定いたしま
した。主な審査内容は次のとおりです。

幼児教育、子育て支援に関わる指導員研修
会開催 ３万４千円

・保育士等の技能向上を図る。対象者は40施
設、約500人。先行して７月に行った研修
会での反省点を踏まえ、10月に臨床心理士
を招いての研修と、１月に整肢学園から講
師を招いての研修を予定。

認可外保育所への助成 36万６千円

・市内に６ヶ所ある認可外保育所に対し県と
市が助成。補正は勤務する職員の健康診断
費助成の単価改定と、児童傷害保険加入補
助と施設の安全対策としてフェンスや門扉
等を整備する補助金を新設する（県・市
１／２づつ負担）。
・安全対策補助金は１園分計上。希望する園
は他にもあり、予算の関係で１園づつ実施。

次世代育成支援行動計画策定 250万円

・平成17年度に策定した計画の見直しを２年
間かけて行い、今後５年間の後期行動計画
を策定する。補正は現計画の進捗状況分析
のためのアンケート調査費用。
○現計画を踏まえた計画となるよう、前回委
員として参画された方に可能な限り継続し
てお願いする旨の要望があった。

環境センター補修工事 3,562万９千円

・施設は設置後26年を経過し機能低下が生じ
ているが、平成27年度に予定している新施
設稼動まで現施設の延命化のために実施す
る。
・今回の工事内容（全て２号炉）：ごみ投入
ホッパー補修、通風施設余熱管補修、排ガ
ス処理施設電気集塵機補修、焼却設備補修
など

「スポーツゲームズ」開催 ９万５千円

・小中学生を対象にバレーボール・陸上・サ
ッカーのトップアスリートと一緒に競技を
楽しむイベントを開催。国見台運動公園に
て12月20日の予定。NPO法人MIPの主催

大坪留守家庭児童クラブ増設 1,264万円

・国は平成22年度から、児童の情緒安定等の
ために71名を超える大規模クラブへは運営
補助金を交付しない方針で、市内では大
坪・伊万里・立花クラブが該当。そのうち、
現在127人で今後もほぼ同じ状況で推移が
予想される大坪クラブに第２クラブを増設。
県の補助枠に空きがあったため、前倒しで
実施する（国・県からの補助２／３）。建設
予定地を現地調査した。
・伊万里クラブは現施設の活用、立花クラブ
は以前使用していたミーティングルームの
活用で対応予定。
・未設置３校のうち、山代西小は来年度から
の開設を目指し学校と協議中。大川小は児
童センターでの別事業、滝野小はアンケー
トの結果、留守家庭なし。
○大川内クラブと牧島クラブへの空調整備の
要望があった。

文教厚生委員会
★所管 市民部（保健・福祉・環境・人権同和）、

教育委員会、市民病院

◎岩橋 紀行 ○山増 秀明
占野 秀男 高木 久彦 島田 布弘
田中 啓三 福田 喜一 盛 泰子

第２大坪クラブ予定地（現クラブに隣接）
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産業建設委員会
★所管 産業部、農業委員会、建設部、水道部

今議会、当委員会に付託された条例議案4

件、規約の変更・専決処分の承認、各1件一

般会計をはじめとする補正予算3件について

慎重審議の結果、原案のとうり可決すべきも

のと決定した。

議案75条・伊万里市企業活動支援センター

条例については議案質疑においても複数の議

員からも質問があった経緯もあり当委員会で

も時間をかけ審議した。

主な審議内容としては①公害防止について

具体的な数値を設けた方が良いのではないか

②施設を貸与する為に投資はいくら必要か③

借用の契約期間について等を審議した。

議案82号・伊万里市営住宅条例の一部を改

正する条例制定について。

本条例改定は市営住宅から暴力団員の排除、

同住宅敷地内駐車場の管理に関するものであ

り委員会においても暴力団員の定義とその対

応策、駐車場使用料の実態、管理組合の管理

範囲などについて審議をした。

一般会計補正予算の商工費のうち、「工業団

地開発適地調査事業」についても時間をかけ

て審議をした。本事業は新たな工業団地開発

に向けた適地調査を行い更なる企業誘致の推

進を図る為の適地調査委託料であり①これま

での検討経緯②地元の要望へはどう対応する

のか③先に制定された企業立地促進法に基づ

く工業団地適地とのからみはどうなるのか等

活発な審議をした。

◎前田儀三郎 ○渡邊 英洋
松尾 雅宏 松尾 博幸 草野 譲
堀 良夫 内山 泰宏 浜野 義則

行政視察（7月1日惜～4日昔）報告
7月1日(火）～7月4日(金)の3泊4日で、大

阪中央卸市場南港市場、京都府南丹市日吉ダ

ム、兵庫県たつの市ささ営農、三ヶ所の視察

研修を行った。

・「南港市場と佐賀牛伊万里産」について
ＪＡ伊万里、肥育農家の協力で当委員会の

視察に合わせて黒毛和牛の出荷をしていただ

きつぶさにセリを見学することができた。

肉の品質を向上させる為の普段の努力、基

幹出荷等で市場からの信用度も高い。畜産農

家は①飼料の値上がり②素牛の高値③消費の

低迷等で厳しい経営をされているのが現状で

ある。責任者の話では今、伊万里産は増体に

走っている様に思われる。今後の課題として

は色々とあるがまずは「原点回帰」と力強く

結ばれた。

・「日吉ダムの活用」について
本ダムは桂川、淀川上流域の治水はもとよ

り利水の必要性に対処する為、水資源開発公

団が昭和57年度から1,857億円の巨費を投じ

建設事業に取り組み平成8年完成、10年4月よ

り供用開始、平成5年4月事業半ばで「地域に

開かれたダム」の指定を受け天然温泉、プー

ル体育館、地元特産品販売コーナー等を備え

たリラクゼーションスポット施設である。

只、維持管理、運営に毎年多額の費用がか

かっている様である。

・「ささ営農、集落営農の法人化」について
笹野地区は揖保川の東岸、中国道、山陽道

の中間に位置する水田農業地帯で一戸あたり

の平均耕作面積は30アールと少なく、農業従

事者の高齢化、後継者不足等が深刻な問題と

なっていた。数多くの会議、会合を重ねなが

ら平成14年4月に2集落1農場方式を目指す営

農組合を設立し集落営農を行ってきた。平成

18年11月に組合から株式会社に移行、担い手

経営革新促進事業、環境創造型農業推進事業

等に取り組み、主な栽培品目は水稲、小麦、

黒大豆等で

ある。20年

度の作付面

積は延べ50

ヘクタール

を予定して

いる。

南港市場でのセリ風景
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特
別
委
員
会
報
告

交通網、港湾、企業誘致対策調査特別委員会
1.西九州自動車道建設について
唐津伊万里道路18.1㎞の伊万里市側につい

ては、南波多町大曲から原屋敷間の用地取得

率は19年度末で83.8％の進捗状況にある。こ

の区間の20年度予算として40億円の事業予算

を見込んでいる。

伊万里道路については、昨年度より一部を

除いた所の路線測量業務が実施されている。

今年度に30箇所程度の地質調査と設計業務を

予定されている。尚、この区間6.6㎞の20年

度事業予算として１億円を計上されている。

伊万里松浦道路については、区間が17.２

㎞あり、20年度事業予算として８憶５千万円

が計上されている。山代ＩＣから長崎県境間

の用地取得交渉も鋭意進められており、19年

度末で52.7％の進捗状況にある。今年度は本

工事発注を予定され、引き続き用地買収にも

力を入れていく方針である。

２.港湾の整備について
七ッ島工業団地の多目的国際コンテナター

ミナル整備については、水深－13ｍ岸壁２バ

ースの整備をＨ22年度完了を予定され、今年

度はケーソン７函の据え付けが計画されてい

る。又久原北地区航路の水深－10ｍ浚渫も引

き続き行われており、港湾機能の強化が図ら

れている。

３.企業誘致について
本年４月から８月までに、企業訪問等によ

る立地勧奨は延べ16社、立地企業に対するフ

ォローアップは延べ66社への訪問が行われて

いる。新規の進出企業として㈱ＳＵＭＣＯの

関連企業である、日の本研磨材㈱が伊万里団

地へ進出する事が決定し、来年３月に操業開

始予定である。この事により伊万里団地の未

分譲用地は一区画を残すのみとなり、新たな

工業団

地開発

に向け

た適地

調査を

模索さ

れてい

る。

行政視察（８月19日惜～21日斥）報告
（１）鹿児島県志布志市
志布志港は、九州で唯一の中核国際港湾に

位置づけられ、大規模な穀物貯蔵施設等への

物流拠点港として大きく寄付している。Ｈ９

年に貨物取扱量の増大等に対応するため新若

浜地区に新たな多目的国際ターミナルの整備

が進められている。95haの広大な海を埋め立

て－14ｍバースを整備しガントリークレーン

２基設置、12万ＴＥＵの蔵置能力の施設で来

年春には一部供用開始する予定である。

（２）鹿児島県出水市
高速交通網の整備と企業立促進プロジェク

トについて説明を受けた。南九州西回り自動

車道の建設では、西九州自動車道と同じ位置

づけの高規格幹線道路であり、伊万里市域内

と同様に出水市域内においても無料方式が採

用されている。

企業立地促進プロジェクトについては、Ｈ

23年度の九州新幹線全線開通により大阪まで

直通となる利便性を強みに、ふるさと大使の

活用を積極的に図り、企業誘致のみならず地

場産業の販路拡大にも取組むとされている。

志布志港新若浜地区多目的国際ターミナル

◎草野 譲 ○樋渡 雅純 松尾 雅宏
渡邊 英洋 高木 久彦 島田 布弘
福田 喜一

南波多町内高瀬橋付近工事状況
（西九州自動車道）
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特
別
委
員
会
・
議
会
運
営
委
員
会
報
告

地域医療整備対策調査特別委員会

1．新病院建設における進捗状況等について

用地交渉やインフラ整備に係る協議等、事

務処理がなされている。基本計画等策定委員

会にて基本計画案が取りまとめられ、新たに

任意設置された公的病院統合推進協議会に示

されるとともに、市執行部より市民病院職

員・区長会長への説明会等なされている。病

院用地交渉対象となる地権者12名中5名から

代替地の要望が出され、地区内を中心に調査

が行われているところである。本年12月中旬

までに用地の契約を完了し、来年1月から造

成工事に着手する見込みとなっている。病院

建物については、公的病院統合整備事業設計

プロポーザル審査委員会が開催され、10月に

は基本設計業務を委託する業者を決定する見

込みとなっている。

2．新病院建設に向けて

基本計画案によると15診療科、病床規模

228床とし、小児救急医療の充実や循環器系

医療と脳卒中の診断・治療について機能強化

を図り、入院患者の診療に重点を置くと共に、

紹介、逆紹介を積極的に推進するなど医療連

携を強化するといった内容が掲げられている。

平成23年4月の開院を目指して、医師確保と

いう最大の問題をはじめ、公的病院の使命と

安定経営の両立など、クリアしていかなけれ

ばならない課題は多い。経営形態については、

地方公益企業法の全部適用や将来的な地方独

立行政法人化も視野に入れた慎重な検討が早

い段階で必要と言える。本委員会としても先

進地視察や議論を重ね、一定の見解を持ちた

いと考えているので、執行部におかれても、

十分な議論を尽くしていただきたい考えであ

る。なお、協議等の状況については、今後と

も当委員会への速やかな報告を要望していき

たい。

議会運営委員会

本年５月に実施した視察研修の成果をもと

に、引き続き、議会運営・議会改革に関する

検討をしています。

会派について

伊万里市議会は歴史的に会派を持たなかっ

たようですが、その理由は不明であり、これ

までに何回か議運の検討課題としても挙がっ

ていました。しかし明確な結論に達したこと

はなく現在に至っています。

今回、委員からの要請があり、会派導入に

ついてメリット・デメリットを含めた議論を

行っています。

◎堀 良夫 ○多久島 繁 占野 秀男
山増 秀明 笠原 義久 前田儀三郎
下平 美代

◎盛 泰子 ○前田 久年 松永 孝三
松尾 博幸 船津 賢次 内山 泰宏
岩橋 紀行 田中 啓三 浜野 義則
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一 般 質 問 （質問順）

議員名 質 問 事 項 議員名 質 問 事 項
１．個人情報保護法が施行された。こ
れにより市民が過剰反応を起こし地
域が萎縮していると言われている。
このような中、地域の町づくりがで
きるのか。
２．伊万里焼会館が閉館した。それに
ともなう伊万里市の観光影響の実態
と対策。

１．携帯電話のリサイクルの推進
(1) リサイクル資源の分別と収集の現状
(2) レアメタルの回収促進に対する市の考え
(3) 周知方法
２．高齢者の難聴への対応
(1) 健診でのチェックリストの充実と聴
力検診の実施を
(2) 補聴器に関するアドバイス体制を
(3) 「耳マーク」の設置
３．公有財産の貸付けについて
(1) 自動販売機設置の現状と収入
(2) 収入増の方策とルール作り

内山 泰宏

（一問一答）

１．北部第二土地区画整理事業（仮称）

について

(1) 松島搦の現状からして当地区の排水

対策は

(2) 県道黒川松島線バイパスの進捗は

(3) 街路大坪木須線の進捗は

(4) 区画整理事業の可能性は

２．七ツ島工業団地内のレシード油施

設について

(1) 原因者（神廣）の現状は

(2) 佐賀県による行政代執行の時期は

(3) 執行後の策は

岩橋 紀行

（一問一答）

船津 賢次

（一問一答）

１．平成21年度からの第４期介護保険

事業の策定について

(1) 保険料について、低所得者に配慮し

たものになるのか

２．統合病院への交通アクセスについ

て

盛 泰子

（一問一答）

１．予算編成における枠配分について

(1) 導入以降の問題点

(2) 来年度へ向けて

２．公益通報者保護制度について

(1) 導入の状況

(2) より良い制度とするために

① 第三者機関の設置

② 職員以外からの通報受付

３．学校図書館について

(1) 学校図書館事務の状況

① 職務内容

② 実務研修

(2) 学校図書館支援センター事業

① この３年間の成果

② 今後の課題

(3) 第２次「子どもの読書活動推進計画」

策定

４．就学前の発達障がい児への支援に

ついて

(1) 市内幼稚園・保育園の状況

(2) 発達障がい者支援法第３条第２項を

どう具体化するか

渡邊 英洋

（一問一答）

１．環境センターについて

２．農業振興策について

３．観光対策について

樋渡 雅純

（一問一答）

１．固定資産税の課税評価基準と伊万
里市の現況について
２．市内小中学生の進路と教育環境に
ついて
３．住みよい、住みたい町伊万里市とは

笠原 義久

（一問一答）

１．伊万里市地域防災計画について
(1) 自主防災組織（地区防災会）の役割
(2) 災害時、要援護者組織の充実並びに
全域網羅の名簿作成を
２．市内各種公園の維持管理について
(1) 遊具の安全対策を含めた管理状況
(2) 公園管理事務の一元化について
３．市職員の健康管理について
(1) 伊万里市衛生委員会の活動について
(2) 伊万里市第４次行政改革大綱、推進
計画、第２次伊万里市財政健全化計
画による職員定数の抑制について

堀 良夫

（一問一答）

１．社会保険浦之崎病院の存続に向けて
２．有害鳥獣対策について
３．教育現場における安全管理について

松永 孝三

（一問一答）

★H16年６月議会から、議会改革の一環として、一般質問のやり方を一問一答方式か総括方式かの選択制に
しています。持ち時間は60分です。

一
般
質
問
事
項

１．一般県道黒川松島線バイパス供用
開始に伴う安全対策及び未着手区間
の計画について
２．原油高騰に対応する緊急総合対策
への取り組みについて
３．09年度概算要求にある自給率向上
対策への対応について

松尾 雅宏

（一問一答）
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一

般

質

問
伊
万
里
焼
会
館
が
閉
館

し
た
。
こ
こ
を
利
用
し
た
観
光

ル
ー
ト
が
確
立
さ
れ
た
部
分
が

あ
る
。
伊
万
里
の
観
光
は
今
後

ど
う
な
る
の
か
心
配
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
伊
万
里
市
、
観

光
協
会
、
旅
行
業
な
ど
が
ひ
と

つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
観
光
振

興
を
進
め
る
た
め
に
伊
万
里
市

観
光
振
興
基
本
計
画
な
ど
が
必

要
と
考
え
ら
れ
る
が
。

市
長

観
光
形
態
が
団
体
旅
行
か
ら

小
旅
行
な
ど
に
変
化
し
て
い

る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
観
光
戦

略
の
見
直
し
が
必
要
と
な
っ
て

き
て
い
る
。
事
例
と
し
て
行
政

と
観
光
協
会
な
ど
が
合
体
し
て

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
い
く
こ

と
も
必
要
で
あ
る
。
観
光
振
興

を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
市
民

の
皆
様
の
協
力
も
必
要
で
あ
り

全
体
的
な
推
進
の
た
め
伊
万
里

市
観
光
振
興
基
本
計
画
な
ど
を

策
定
し
た
い
。

内
山

泰
宏

こ
の
制
度
は
平
成
17
年

度
か
ら
全
面
運
用
さ
れ
、
市
民

に
も
広
報
さ
れ
て
い
る
。
施
行

前
ま
で
は
名
簿
な
ど
簡
単
に
情

報
を
得
て
い
た
も
の
が
施
行
に

よ
っ
て
情
報
を
得
る
こ
と
が
困

難
に
な
っ
た
こ
と
で
、
過
剰
に

情
報
を
差
し
控
え
て
い
る
の
で

な
い
か
と
の
思
い
違
い
、
戸
惑

い
な
ど
、
地
域
の
運
営
に
支
障

が
出
て
い
る
と
思
え
る
。今
後
、

市
民
に
ど
の
よ
う
に
し
て
正
し

い
認
識
を
さ
せ
て
い
く
の
か
。

総
務
部
長

今
ま
で
は
伊
万
里
市
が
持
っ

て
い
る
個
人
情
報
保
護
に
つ
い

て
広
報
し
て
き
た
。
一
方
、
市

民
の
方
が
必
要
な
時
に
は
個
人

情
報
を
提
供
し
て
い
た
だ
く
よ

う
な
広
報
が
足
り
な
か
っ
た
。

今
後
、
こ
の
よ
う
な
点
に
力
を

入
れ
て
広
報
し
て
い
き
た
い
。

樋
渡

雅
純

パ
ソ
コ
ン
・
携
帯
電
話

等
の
中
に
含
ま
れ
る
レ
ア
メ
タ

ル
な
ど
、
資
源
と
し
て
の
面
か

ら
も
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
回
収
が
６
６
０
万
台
と
半
減

し
て
い
る
。
行
政
と
し
て
も
啓

発
、
周
知
を
含
め
回
収
に
積
極

的
に
協
力
す
べ
き
で
は
。

市
民
部
長

市
も
積
極
的
に
推
進
す
べ
き

と
考
え
て
い
る
が
、
市
民
に
リ

サ
イ
ク
ル
の
必
要
性
を
広
く
知

っ
て
も
ら
う
為
に
、
分
別
チ
ラ

シ
へ
の
記
載
、
Ｈ
Ｐ
・
廃
棄
先

を
具
体
的
に
明
示
す
る
な
ど
、

周
知
方
法
に
力
を
入
れ
た
い
。

65
才
以
上
の
人
の
３
割

は
難
聴
で
あ
る
と
も
言
わ
れ
て

い
る
。
放
置
す
る
と
増
加
が
予

想
さ
れ
周
囲
と
の
意
思
疎
通
、

質
問

ひ
き
こ
も
り
が
ち
な
ど
様
々
な

影
響
も
大
き
い
。
①
実
態
に
つ

い
て
の
認
識
は
。
早
期
発
見
、

検
診
に
ど
う
結
び
つ
け
て
い
く

か
が
大
事
。
基
本
健
診
の
中
で

実
施
さ
れ
て
い
た
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
の
中
で
、
唯
一
聴
力
の
程

度
を
測
る
項
目
が
は
ず
れ
て
い

る
。②
質
問
の
項
目
を
追
加
し
、

早
期
発
見
、
検
診
へ
結
び
つ
け

る
体
制
の
必
要
性
に
つ
い
て
市

の
考
え
は
。
③
聴
覚
障
害
者
の

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
に
「
耳
マ
ー

ク
」
が
あ
る
。
聴
覚
に
不
安
を

も
つ
方
々
の
サ
ポ
ー
ト
と
し

て
、各
施
設
に
設
置
の
検
討
を
。

市
民
部
長

①
把
握
は
困
難
だ
が
、
Ｈ
19

年
市
の
調
査
で
は
１
６
０
９
人

の
方
が
聞
こ
え
に
く
い
と
答
え

て
い
る
。
脳
へ
の
老
化
が
進
み

や
す
い
と
考
え
ら
れ
る
。
②
ど

の
よ
う
な
質
問
項
目
、
内
容
が

望
ま
し
い
か
検
討
し
た
い
。
高

齢
者
の
相
互
相
談
等
で
実
態
の

把
握
に
努
め
て
い
く
。

③
安
心
し
て
窓
口
に
来
て
も
ら

え
る
、
安
心
の
度
合
い
を
高
め

る
意
味
で
も
設
置
し
て
い
く
。

公
的
財
産
の
貸
し
付
け（
省
略
）

笠
原

義
久

住
み
よ
い
町
を
目
指
す

中
で
、
平
均
寿
命
が
県
内
ワ
ー

ス
ト
ワ
ン
と
い
う
現
実
を
ど
の

様
に
と
ら
え
て
い
る
か
。

市
民
部
長

悪
い
と
言
っ
て
も
上
位
か
ら

下
位
ま
で
の
差
は
一
年
に
も
満

た
な
い
。

又
市
内
の
平
均
寿
命
は
徐
々

に
で
は
あ
る
が
延
び
て
い
る
。

要
因
と
し
て
高
度
医
療

と
緊
急
医
療
に
対
応
す
る
医
療

施
設
の
不
足
と
、
所
得
格
差
い

わ
ゆ
る
市
民
の
所
得
が
他
市
に

比
べ
低
す
ぎ
る
と
考
え
ら
れ
る

が
。

産
業
部
長

市
民
の
所
得
を
引
き
上
げ
る

こ
と
は
必
要
で
あ
る
。
全
体
の

底
上
げ
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
特
に
給
与
所
得
層
に

つ
い
て
は
、
誘
致
企
業
、
地
場

企
業
の
業
績
好
転
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
き
く
行
政
の
最
大
の
協

住
み
よ
い
、住
み
た
い

町

伊
万
里
市
と
は

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問 観

光
振
興
に
は

何
が
必
要
か

答
弁

個
人
情
報
保
護
の

認
識
に
つ
い
て

答
弁

質
問

答
弁

携
帯
電
話
の
リ

サ
イ
ク
ル

答
弁

質
問 高

齢
者
の
難
聴
対
策
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遊
具
の
安
全
対
策
を
含

め
た
管
理
状
況
は
。

建
設
部
長

本
年
４
月
よ
り
都
市
開
発
課

に
公
園
係
を
新
設
し
、
市
内
49

公
園
の
管
理
窓
口
を
一
元
化
。

総
合
的
に
巡
回
し
国
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
安
全
点
検
を

実
施
。

行
政
改
革
に
よ
る
職
員

数
の
抑
制
や
国
の
制
度
改
革
等

に
よ
る
事
務
量
の
増
加
で
職
員

の
負
担
が
増
し
、
長
期
休
暇
が

増
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

対
策
は
。①

総
務
部
長
・
②
市
長

①
９
月
１
日
現
在
、
メ
ン
タ

ル
疾
患
を
含
め
た
長
期
療
養
者

は
23
名
。
主
治
医
・
精
神
科

医
・
産
業
医
と
連
携
し
て
過
重

労
働
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
②
職
員
は
大
切
な
人
的
資

源
で
あ
り
、
職
務
遂
行
の
た
め

に
は
健
康
で
あ
る
こ
と
が
前

提
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
職
員
の

健
康
管
理
に
努
め
て
い
く
。

松
永

孝
三

社
会
保
険
浦
之
崎
病
院

の
存
続
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
今
後
、
存
続
に
向
け
て
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
す
る
の

か
。

市
民
部
長

地
域
住
民
が
安
全
・
安
心
で

暮
ら
し
て
行
く
た
め
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
重
要
な
医

療
機
関
と
し
て
認
識
し
、
国
の

関
係
機
関
に
対
し
市
長
・
市
議

会
議
長
・
区
長
会
連
合
会
長
が

要
望
書
を
提
出
し
、
独
立
行
政

法
人
に
出
資
さ
れ
る
こ
と
が
決

定
。国

は
地
域
医
療
の
確
保
を
図

り
、
安
定
的
な
経
営
を
で
き
る

譲
渡
先
を
検
討
し
、
廃
止
す
る

こ
と
は
し
な
い
と
の
考
え
。

有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害

状
況
と
対
策
に
つ
い
て
、
今
後

の
課
題
・
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

市
民
部
長

本
市
で
も
、
野
生
生
物
が
住

宅
地
に
出
現
し
、
猿
・
ア
ラ
イ

グ
マ
が
市
内
で
捕
獲
さ
れ
、
具

体
的
な
被
害
は
把
握
で
き
て
い

な
い
。
対
策
と
し
て
は
、
住
宅

地
で
の
電
気
牧
柵
や
箱
わ
な
な

ど
に
よ
る
駆
除
に
つ
い
て
は
、

子
供
や
高
齢
者
、
ペ
ッ
ト
に
対

す
る
危
険
が
高
い
な
ど
難
し
い

こ
と
な
ど
か
ら
、
今
後
ど
の
よ

う
な
方
法
が
あ
る
の
か
研
究
し

て
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
し

て
対
策
を
協
議
し
て
い
き
た

い
。

教
育
現
場
に
お
け
る
安

全
対
策
に
つ
い
て
。

教
育
部
長

全
小
中
学
校
の
全
て
の
教
室

に
非
常
ベ
ル
の
設
置
や
、
危
機

管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
全
体
で
協

力
を
し
安
全
確
保
に
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
い
る
。
携
帯
電
話

や
ネ
ッ
ト
に
よ
る
い
じ
め
問
題

や
ネ
ッ
ト
環
境
の
安
全
対
策
に

も
努
め
て
い
き
た
い
。

力
は
惜
し
ま
な
い
。

市
民
の
間
で
は
重
税
感

と
適
正
な
課
税
が
な
さ
れ
て
い

る
の
か
と
の
多
く
の
声
が
あ
る

が
。

総
務
部
長

国
の
基
準
と
専
門
家
に
よ
る

適
正
な
る
判
断
が
な
さ
れ
て
、

三
年
毎
の
見
直
し
も
随
時
行
わ

れ
て
い
る
。

少
子
化
、
学
級
数
の
減

少
の
中
、
多
く
の
生
徒
が
他
地

区
へ
流
出
し
て
い
る
が
。

教
育
長

流
出
し
て
い
る
の
は
事
実
で

あ
る
。

伊
万
里
市
に
中
高
一
貫

校
を
建
設
す
る
考
え
は
な
い

か
。

教
育
長

13
年
度
に
建
設
の
運
動
を
興

し
た
が
、
武
雄
市
に
開
設
さ
れ

た
か
ら
に
は
、
今
し
ば
ら
く
今

後
の
動
向
を
見
守
り
た
い
。

堀

良
夫

①
地
区
防
災
会
の
役

割
、
市
か
ら
の
支
援
、
連
携
体

制
の
充
実
を
図
る
べ
き
②
全
域

網
羅
の
要
援
助
者
名
簿
作
成
、

初
期
活
動
の
支
援
体
制
づ
く
り

は
。

総
務
部
長

①
市
内
全
域
で
地
区
防
災
会

が
組
織
さ
れ
、
地
域
に
お
け
る

「
共
助
」
の
部
分
を
担
う
重
要

な
存
在
で
あ
り
、
情
報
伝
達
訓

練
や
研
修
会
等
を
通
じ
て
地
区

防
災
会
の
自
主
的
な
活
動
が
充

実
す
る
よ
う
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
②
災
害
は
人
命
や
財
産
に

直
接
関
わ
る
こ
と
で
あ
り
、
名

簿
作
成
の
意
義
等
に
理
解
を
得

て
、
一
人
で
も
多
く
の
災
害
時

の
要
援
護
者
の
把
握
に
努
め

る
。
本
年
度
中
に
災
害
時
要
援

護
者
避
難
支
援
の
全
体
計
画
を

策
定
し
、
非
常
時
に
地
区
防
災

会
の
活
動
が
円
滑
に
運
ぶ
よ
う

努
め
る
。

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

社
会
保
険
浦
之
崎
病

院
の
存
続
に
向
け
て

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

伊
万
里
市
地
域

防
災
計
画

答
弁 市

内
各
種
公
園
の

安
全
管
理

職
員
の
健
康
管
理

質
問

質
問

質
問

答
弁 小

中
学
生
の
進
路

に
つ
い
て

固
定
資
産
税
の
課

税
評
価
に
つ
い
て

質
問

有
害
鳥
獣
対
策

教
育
現
場
の
安
全
対
策
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建
設
部
長

今
年
度
末
（
21
年
３
月
）
に

供
用
開
始
の
予
定
。

街
路
大
坪
木
須
線
の
整

備
計
画
に
つ
い
て
は
、
交
通
解

析
の
予
算
も
提
案
さ
れ
て
い
る

が
。

建
設
部
長

西
九
州
自
動
車
道
の
イ
ン
タ

ー
計
画
な
ど
周
辺
状
況
の
変
化

も
生
じ
、
交
通
解
析
を
行
い
、

都
市
計
画
の
検
討
を
し
て
、
平

成
23
年
度
か
ら
取
り
組
む
計
画

で
あ
る
。地

区
の
事
情
（
低
平
地

で
冠
水
常
襲
地
帯
）か
ら
し
て
、

区
画
整
備
事
業
が
困
難
と
な
れ

ば
、
ま
ず
排
水
対
策
を
急
ぐ
べ

き
と
思
う
が
。

建
設
部
長

県
と
も
相
談
し
な
が
ら
早
急

に
対
策
を
講
じ
た
い
。

県
の
行
政
代
執
行
は
。

産
業
部
長

決
裁
後
２
カ
月
程
度
に
は
執

行
予
定
と
聞
い
て
い
る
。

Ａ
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り

取
り
組
ん
で
い
く
。

市
長

農
業
が
今
厳
し
い
状
況
に
置

か
れ
て
い
る
の
は
当
然
認
識
し

て
お
り
、
足
腰
の
強
い
持
続
的

な
農
業
を
目
指
し
、
県
に
も
働

き
か
け
市
と
し
て
も
出
来
る
だ

け
の
支
援
は
し
て
い
き
た
い
。

09
年
度
概
算
要
求
に
一

連
の
穀
物
不
足
を
受
け
て
国
は

「
米
粉
・
飼
料
米
」
の
新
規
需

要
米
を
新
た
に
事
業
化
し
そ
う

だ
が
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
は
。

産
業
部
長

新
聞
紙
上
の
限
ら
れ
た
情
報

で
は
あ
る
が
水
田
の
機
能
を
維

持
し
、
食
料
自
給
率
を
向
上
さ

せ
る
上
で
必
要
な
の
で
市
水
田

協
議
会
で
充
分
検
討
す
る
。

対
策
に
は
米
消
費
拡
大

も
謳
わ
れ
て
い
る
が
、
学
校
給

食
で
米
飯
を
増
や
す
こ
と
は
可

能
か
。一
回
で
何
ト
ン
増
え
る
か
。

教
育
部
長

米
飯
給
食
で
材
料
費
を
軽
減

す
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
一
方

で
人
件
費
が
増
加
す
る
の
で
庁

内
、
関
係
組
織
と
検
討
す
る
。

一
回
で
20
ト
ン
増
え
る
。

松
尾

雅
宏

来
年
３
月
に
供
用
開
始

と
聞
く
が
啓
成
中
学
下
の
交
差

点
に
信
号
は
つ
く
の
か
、
ま
た

牧
島
小
学
校
前
は
速
度
制
限
と

横
断
歩
道
が
必
要
と
思
う
が
。

総
務
副
部
長

大
型
ト
ラ
ッ
ク
を
始
め
多
く

の
車
両
が
通
る
こ
と
と
な
り
、

土
木
事
務
所
、警
察
と
も
開
通
に

合
わ
せ
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。

未
着
手
区
間
の
計
画
は

建
設
部
長

こ
の
道
路
の
残
り
に
地
す
べ

り
区
間
が
あ
り
、新
し
い
ル
ー
ト

の
決
定
を
県
に
要
望
し
て
い
る
。

原
油
高
騰
や
景
気
低
迷

を
盛
り
込
ん
だ
国
の
「
安
心
実

現
の
た
め
の
緊
急
総
合
対
策
」

に
つ
い
て
市
の
取
り
組
み
は
。

産
業
部
長

現
在
国
会
が
分
か
ら
な
い
状

況
で
は
あ
る
が
、
市
と
し
て
も

情
報
収
集
を
早
急
に
行
い
Ｊ

岩
橋

紀
行

平
成
14
年
度
の
松
島
搦

地
区
開
発
可
能
性
調
査
後
の

検
討
結
果
は
。

建
設
部
長

調
査
の
結
果
は
減
歩
率
47
％

で
公
共
に
よ
る
区
画
整
備
に
つ

い
て
は
困
難
で
あ
る
。

結
果
に
つ
い
て
地
権
者

へ
は
報
告
、
助
言
し
た
の
か
。

建
設
部
長

何
回
と
な
く
話
し
合
っ
て
い

る
。

現
状
か
ら
し
て
当
地
区

の
排
水
対
策
は
。

建
設
部
長

区
画
整
理
を
し
な
け
れ
ば
、

自
然
排
水
、
強
制
ポ
ン
プ
排
水

等
も
考
慮
し
、
下
水
道
事
業
に

よ
る
雨
水
渠
整
備
で
取
り
組

む
。

県
道
黒
川
松
島
線
バ
イ

パ
ス
の
進
捗
は
予
定
通
り
か
。

質
問

答
弁

北
部
第
二
土
地
区
画
整

理
事
業（
仮
称
）に
つ
い
て

質
問

質
問

答
弁

答
弁

船
津

賢
次

前
回
の
質
問
（
昨
年
６

月
議
会
）
で
介
護
保
険
料
の
低

所
得
者
対
策
の
必
要
性
を
述

べ
、
減
免
制
度
の
実
現
を
求
め

た
私
の
質
問
に
、
市
長
は
答
弁

で
「
平
成
20
年
度
か
ら
の
第
４

期
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
の

な
か
で
議
論
を
し
た
い
」
と
答

弁
さ
れ
た
。
今
、
そ
の
第
４
期

介
護
保
険
事
業
の
策
定
作
業
が

始
ま
っ
て
い
る
。「
市
長
が
決

断
」
す
べ
き
時
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
減
免
制
度
の
必
要
性
に

つ
い
て
次
の
６
点
を
指
摘
し
ま

し
た
。

①
低
所
得
者
に
と
っ
て
重
い
負

担
と
な
っ
て
い
る
（
共
産
党
が

お
こ
な
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
）

②
生
活
保
護
基
準
と
の
比
較

③
国
民
年
金
の
平
均
支
給
額

月
額
３
万
９
６
０
０
円
（
受

給
者
数
６
２
７
１
人
）（
厚
生

年
金
・
共
済
年
金
受
給
者
の
老

齢
基
礎
年
金
は
含
ま
な
い
）

介
護
保
険
料
―
独

自
の
減
免
制
度
を

質
問

答
弁レ

シ
ー
ド
油
施
設
に

つ
い
て

★市議会会議録は、市役所１階の市民情報コーナーで閲覧が、市民図書館で閲覧と貸出ができます。
平成15年度以降の分は、市のＨＰで検索することができます。

質
問

答
弁緊

急
総
合
対
策

質
問

答
弁

答
弁自

給
率
向
上
対
策

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁
質
問

質
問

答
弁

黒
川
、
松
島
線
バ
イ

パ
ス
の
安
全
対
策
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一

般

質

問

（
全
日
本
年
金
者
組
合
佐
賀
県

本
部
調
べ
）

④
国
保
税
と
の
比
較

所
得
に
よ
り
、
国
保
税
は
１

万
７
４
０
０
円
か
ら
56
万
円
迄

で
32
倍
の
開
き
が
あ
る
が
、
介

護
保
険
料
は
２
万
９
４
０
０
円

か
ら
８
万
８
２
０
０
円
で
３
倍

の
開
き
し
か
な
い
。

⑤
軽
減
策
が
十
分
で
な
い
と
全

国
市
長
会
も
指
摘
し
て
い
る

（
Ｈ
15
年
10
月
）

⑥
全
国
１
６
７
９
保
険
者
の
う

ち
、
５
５
５
保
険
者
が
独
自
の

減
免
制
度
を
実
施
し
て
い
る
。

市
長

12
月
下
旬
に
開
か
れ
る
策
定

委
員
会
で
介
護
保
険
料
に
つ
い

て
、
議
論
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
私
の
方
か
ら
も

生
活
困
窮
者
に
対
す
る
減
免
に

つ
い
て
議
論
さ
れ
る
よ
う
申
し

入
れ
た
い
。

統
合
病
院
へ
の
交
通
ア
ク
セ

ス
に
つ
い
て
（
省
略
）

盛

泰
子

①
法
令
違
反
行
為
が
あ

っ
た
場
合
に
内
部
通
報
者
を
保

護
す
る
制
度
。
導
入
状
況
は
。

市
民
か
ら
の
通
報
も
対
象
と

し
、
通
報
窓
口
に
弁
護
士
な
ど

第
三
者
機
関
も
加
え
る
べ
き
②

第
三
者
機
関
の
県
内
共
同
設
置

を
提
案
し
て
は
。

①
総
務
部
長
・
②
市
長

①
今
年
度
か
ら
導
入
。
総
務

課
を
通
報
窓
口
と
し
て
い
る
。

職
員
以
外
か
ら
の
通
報
も
想
定

し
て
い
る
が
、「
伊
万
里
っ
子

ポ
ス
ト
」
も
あ
り
積
極
的
な
広

報
は
し
て
い
な
い
。
②
そ
の
必

要
が
あ
れ
ば
、
市
長
会
で
提
案

す
る
こ
と
に
異
議
は
な
い
。

①
全
校
配
置
の
学
校
図

書
館
事
務
に
年
度
当
初
の
顔
合

わ
せ
的
な
研
修
機
会
を
。
②
文

科
省
事
業
協
力
校
５
校
で
は
大

き
な
成
果
が
あ
る
。
来
年
度
以

降
、
全
小
中
学
校
へ
ど
う
広
め

る
か
。

教
育
部
長

①
来
年
度
か
ら
採
用
当
初
に

研
修
機
会
を
持
ち
た
い
。
②
事

業
の
継
続
は
難
し
い
が
、
市
民

図
書
館
に
学
校
図
書
館
担
当
を

設
け
、
学
校
図
書
館
教
育
研
究

会
と
連
携
し
て
、
こ
の
成
果
を

共
有
し
て
い
き
た
い

乳
幼
児
健
診
時
で
の
早

期
発
見
、
小
中
学
校
で
の
サ
ポ

ー
タ
ー
事
業
に
よ
り
支
援
体
制

に
あ
る
が
、
そ
の
間
の
支
援
が

手
薄
い
。①

市
民
部
長
・
②
市
長

①
県
事
業
「
わ
く
わ
く
キ
ッ

ズ
」
が
伊
万
里
で
も
実
施
で
き

る
よ
う
努
力
す
る
。
②
県
内
市

長
会
か
ら
の
要
望
事
項
に
も
挙

げ
て
い
る
。
県
立
発
達
障
害
者

支
援
セ
ン
タ
ー
は
鳥
栖
の
１
ヶ

所
設
置
の
み
で
あ
り
県
西
北
部

へ
の
設
置
と
、
就
学
前
の
発
達

障
害
児
支
援
に
つ
い
て
さ
ら
に

知
事
に
強
く
要
請
し
て
い
く
。

（
１
問
省
略
）

答
弁

質
問

質
問

答
弁

渡
邊

英
洋

４
市
５
町
に
よ
る
西
部

ブ
ロ
ッ
ク
ご
み
処
理
広
域
化
計

画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
建

設
さ
れ
る
施
設
の
概
要
を
取
り

ま
と
め
た
施
設
整
備
基
本
計
画

は
、
い
つ
策
定
さ
れ
る
の
か
。

又
、
新
施
設
へ
移
行
後
の
現
施

設
は
ど
う
さ
れ
る
の
か
。

市
民
部
長

同
施
設
の
建
設
候
補
地
は
松

浦
町
、
松
浦
バ
イ
パ
ス
南
側
の

林
野
50
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
決
定
。

本
年
度
中
を
目
処
に
処
理
対
象

物
や
施
設
規
模
な
ど
の
基
本
計

画
を
ま
と
め
、
建
設
に
必
要
な

約
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
絞
り
込

む
。
管
理
運
営
方
式
な
ど
に
つ

い
て
は
来
年
度
か
ら
検
討
に
入

る
予
定
で
基
本
計
画
策
定
は
、

２
０
１
１
年
度
ま
で
に
は
完
了

し
た
い
。
新
施
設
移
行
後
の
現

施
設
に
つ
い
て
は
新
施
設
の
計

画
に
併
せ
て
逐
次
検
討
し
て
行

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

本
制
度
は
平
成
12
年
度

か
ら
16
年
度
ま
で
を
１
次
、
17

年
度
か
ら
21
年
度
ま
で
の
５
年

間
を
２
次
と
し
て
現
在
取
組
ん

で
い
る
が
、
市
と
し
て
ど
う
評

価
し
て
い
る
か
。
又
、
22
年
度

か
ら
の
３
次
も
是
非
継
続
し
て

も
ら
い
た
い
が
市
の
考
え
を
お

尋
ね
し
た
い
。

市
長
、
産
業
部
長

２
次
目
の
中
間
に
あ
た
る
平

成
19
年
度
に
中
間
年
評
価
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
耕
作
放

棄
地
の
防
止
、
農
道
・
水
路
の

維
持
管
理
、
集
落
の
活
性
化
な

ど
に
非
常
に
効
果
を
上
げ
て
い

る
と
評
価
し
て
い
る
。
３
次
へ

の
継
続
に
つ
い
て
も
本
制
度
を

取
組
ん
で
い
る
集
落
か
ら
の
強

い
要
望
も
あ
り
国
の
動
向
を
注

意
深
く
み
な
が
ら
、
本
制
度
の

有
効
性
を
訴
え
あ
ら
ゆ
る
機
会

を
と
ら
え
て
農
林
水
産
省
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
機
関
に
対

し
、
本
制
度
継
続
を
強
く
要
望

し
て
行
き
た
い
。

(

紙
面
の
都
合
で
一
問
削
除)

環
境
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て

質
問

答
弁

学
校
図
書
館
の
充
実

答
弁

答
弁

質
問

中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
い
制
度
に
つ
い
て

公
益
通
報
者
保

護
制
度

質
問

答
弁

就
学
前
の
発
達
障
害

児
支
援
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編
集
後
記
な
ど

★〈コストアピール〉この議会だよりは、１部当たり約12円（印刷費）で作成しています。

議
員
に
支
給
さ
れ
る
政
務
調
査

費
の
使
途
に
つ
い
て
、
昨
今
盛
ん
に
疑
問
視

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
に
も
年
間
25
万

円
を
限
度
と
し
て
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
議
員
の
知
識
向
上
や
資
質
を
高
め
る
た

め
の
研
修
会
参
加
な
ど
の
調
査
研
究
や
、
議

員
活
動
に
必
須
の
図
書
・
資
料
等
の
購
入

費
、
或
い
は
議
会
活
動
の
広
報
な
ど
に
充
て

る
費
用
に
限
定
し
て
交
付
さ
れ
る
も
の
で

す
。通

常
、
議
員
が
市
政
に
対
す
る
考
え
方
、

意
見
を
表
す
機
会
は
、
予
算
に
対
す
る
質
疑

や
、
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
で
す
が
、
こ

れ
は
執
行
部
の
政
策
に
対
す
る
「
正
し
方
」

と
一
部
の
考
慮
、
提
案
と
な
り
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
は
議
員
自
ら
が
政
策
の
立
案
、
提
案

の
力
量
も
必
要
だ
と
考
え
る
も
の
で
、
正
し

く
活
用
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

少
な
く
と
も
本
市
議
員
に
限
っ
て
言
え

ば
、
１
円
以
上
か
ら
の
領
収
書
を
添
付
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
情
報
公
開
に
よ
る
皆

さ
ん
の
目
を
通
す
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

注
視
し
て
頂
き
た
い
と
感
じ
ま
す
。（
山
）

◎
樋
渡
雅
純

○
山
崎
秀
明

多
久
島
繁

前
田
久
年

渡
邊
英
洋

顧
問

占
野
秀
男
、
盛
泰
子

行政視察受け入れの状況（平成20年４月～９月）
月 来訪議会名 人数 視 察 項 目

４ 熊本県合志市議会 ８ 市民図書館の建設、運営 委

京都府舞鶴市議会 ８ 公的病院の統合 委

５ 鹿児島県阿久根市議会 ７ 議会運営、議会改革 委

福井県敦賀市議会 ７ 伊万里港の貿易状況 委

６ 青森県十和田市議会 ７ グリーンツーリズム事業 会

佐賀県小城市議会 12 議員定数削減 委

石川県白山市議会 11 提案型公共サービス民営化制度 委

兵庫県猪名川町議会 ４ まちづくり基本条例、市民交流プラザ 会

７ 岡山県議会 １ 大川内山世界遺産への取り組み 個

兵庫県小野市議会 ７ ＮＰＯ法人伊万里はちがめプラン 委

和歌山県美浜町議会 ８ 南波多小中学校の小中連携教育 委

福岡県うきは市議会 ８ 市民図書館の運営、友の会の活動 委

長野県大町市議会 ９ ＮＰＯ法人はちがめプラン 委

８
熊本県八代市議会 ９ 伊万里港の整備 会

熊本県山鹿市議会 14 議会運営、議会改革、市民図書館 委

東京都北区議会 ７ 伊万里黒澤映画祭、サテライトスタジオ 会

※ 人数は議員の他、随行者も含みます
※ 「委」は委員会、「会」は会派、「個」は個人での視察を意味します
※ 多くの場合、伊万里市内に宿泊されています。伊万里市議会も出来るだけ視察先の自治体に宿泊するように努めています
※ ９月は議会中であり、視察申し込みはありませんでした

訂正のお知らせ

議会だより26号に間違い
がありました。心からお詫び
申し上げますとともに、下記
のとおり訂正いたします。

記
11ページ ３段目
教育部長答弁
喘 息 1,409人

⇒ 409人
食物アレルギー 192人

⇒ 92人

議
員
研
修
会
開
催

発
行

伊
万
里
市
議
会

伊
万
里
市
立
花
町
一
三
五
五
―
一

3
０
９
５
５
―
２
３
―
２
１
１
１

5
０
９
５
５
―
２
２
―
１
２
７
７

E-m
ail:gikai@

city.im
ari.lg.jp

編
集

市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

印
刷

山
口
印
刷
株
式
会
社

８
月
８
日
、
午
後
２
時
半
よ
り

鳥
栖
市
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、

県
内
各
市
よ
り
約
３
０
０
人
の
議

員
が
参
加
し
て
の
研
修
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

今
回
、
講
師
に
吹
浦
忠
正
氏

（
ユ
ー
ラ
シ
ア
21
研
究
所
理
事
長
）

を
招
き
、
混
迷
す
る
政
局
の
分
析

を
ふ
ま
え
な
が
ら
、「
永
田
町
の
常

識
、
世
間
の
常
識
」
の
テ
ー
マ
で

話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。


